






2007（平成19年）
ICパッケージの開発
兼量産拠点として
大垣中央事業場を
開設

2010（平成22年）
特殊炭素製品の
量産拠点として
神戸事業場を
開設

SiC-DPF
（1999～現在）

2000（平成12年）
・

・

フィリピンにICパッケージの
製造会社イビデンフィリピン（株）
を設立
SiC-DPF
（ディーゼル車黒煙除去フィルター）
乗用車で世界初
の実用化に成功

2020（令和2年）
中国に触媒担体保持・シール材
の製造会社イビデンファイン
セラミック蘇州(株)を設立

1998（平成10年）
・

・

大垣事業場で
ICパッケージの
製造開始
自動車排ガス浄化用
触媒担体を保持する
アルミナマットを開発

2001（平成13年）
・

・

大垣北事業場で
SiC-DPFの量産開始
中国にプリント配線板
の製造会社揖斐電
電子（北京）有限公司
を設立

2012（平成24年）
創立100周年

2011（平成23年）
韓国に特殊炭素製品
の製造会社イビデン
グラファイトコリア(株)
を設立

2013（平成25年）
メキシコにSiC-DPFの
製造会社
イビデンメキシコ（株）
を設立

ICパッケージ（1988～現在）

1988（昭和63年）
河間事業場で
ICパッケージの
製造開始

2017（平成29年）
株式会社デンソー殿と
資本業務提携

2004（平成16年）
ハンガリーに
SiC-DPFの
製造会社イビデン
ハンガリー（株）を
設立

2008（平成20年）
マレーシアにプリント
配線板の製造会社
イビデンエレクトロニクス
マレーシア（株）を設立



地域経済の振興を目的とした水力発電会社として創立した当社は、人と地球環境を大切にし、技術開発型企業として
最先端の技術で、社会の発展に貢献してきました。これからも、独自の技術を進化・融合させ新たな技術を開発する
「イビテクノ」を絶え間なく進化させることで、新しい価値の創造に挑戦し続けます。

「人」「環境」を大切にし、「イビテクノ」を進化させることで、
持続的な価値創造を実現します。

2022年度 経営目標

コア事業の製品

売上高

ICパッケージ基板
プリント配線板

循環関連セラミック製品

新規・その他事業分野

4,000億円
営業利益

450億円（11.3%）

中期経営計画
To The Next Stage 110 Plan

（2018年度から2022年度（5年間））

活動の4本柱

既存事業の
競争力強化

1

人財育成

3

新規事業の
拡大

2

ダイバーシティ
生産性の向上

コンプライアンス
リスクマネジメント

省エネルギー
省資源

事業プロセスの中でSDGsに貢献

ESG経営の
推進

4

企業理念

共有すべき行動精神
（誠実・和・積極性・イビテクノの進化）

外部環境リスク

機会

パソコン市場の減速

ハイエンドスマートフォン
市場の成長鈍化

乗用車市場の電動化

気候変動の加速

大規模な感染症拡大

国内労働人口の減少

地政学リスク

ICTの革新と普及

環境負荷の低減

気候変動の緩和

ICTの拡大

新興国の環境規制の
強化 

新興国の人口増加

低炭素・脱炭素社会
への移行

製造工程での環境負荷
低減ニーズの高まり

ESG経営
コーポレート・ガバナンス

イビデンウェイ

イビデンが提供する
社会への価値

従業員

13,019人
（2020年3月末時点）

水力発電量

166,334MWh
（2019年度）

世界

17カ国
37拠点
（2020年3月末時点）

研究開発費

162億円
特許保有件数

2,896件
（2019年度）

（2019年度）

企業格付け

A 格付投資情報
センター（R&I）

（2020年3月末時点）

人財経営人的資本

主要なインプット

水の恵み自然資本

健全な財務基盤財務資本

顧客優先社会・環境資本

イビテクノの進化知的資本

2015年9月、国連総会で「我々の世界を変革する：持続可能な開発のための2030アジェ
ンダ」が採択され、その中で１７の目標と169のターゲットからなる「持続可能な開発目標」
（SDGs：Sustainable Development Goals）が策定されました。
イビデンは企業理念として自然環境との調和や豊かな社会の実現を掲げており、革新的な
技術で社会課題解決に繋がる製品を生み出すことにより発展を続けてまいりました。
このSDGsで掲げられたゴールに対して、事業を通じて積極的に貢献していくことはすなわ
ち、イビデンウェイのもとイビデンが社会に果たしていくべき使命であると考えています。

イビデンとSDGs

価値創造への投資／コア技術の進化と対応

高機能でファインな電子部品でデジ
タル技術の進化に貢献します。

排気ガス浄化セラミックフィルター
で大気汚染制御に貢献します。

低炭素・脱炭素社会の循環に向けて、
従来の技術を応用し高断熱材、再生
可能エネルギーの普及に貢献します。

開発

製造
（ものづくり）

営業

調達

セ
ラ
ミ
ッ
ク
事
業

電子事業

建
設
・
そ
の
他
事
業

イビテクノ
これまでに培ってきた技術の
蓄積をもとに、さらにイビデン
独自のまったく新しい技術を
確立し、高付加価値化を進める

新 規 事 業

（2019年度）

設備投資額

570億円

ものづくり力製造資本





SiC（炭化ケイ素）製DPFは、その性能や信頼性の高さから業界のスタンダード品に
成長しました。また、触媒担体保持・シール材においても、市場トレンドにマッチした
製品の供給で市場での高い評価とシェアを誇っています。
これからも次世代に向けた高性能製品の開発や環境負荷低減に取り組んでいきます。





揖斐電電子（北京）有限公司
揖斐電電子（上海）有限公司
イビデンファインセラミック蘇州株式会社
イビデンアジアホールディングス株式会社
　 イビデンシンガポール株式会社
　 　 インド支店

台湾揖斐電股份有限公司
イビデングラファイトコリア株式会社
イビデンコリア株式会社
イビデン･セラム･フラウエンタール韓国株式会社

イビデンフィリピン株式会社
イビデンエレクトロニクス
マレーシア株式会社

アジア

イビデンU.S.A.株式会社
　  サンタクララ（本社）
　  ボストン支店

デトロイト支店
フェニックス支店

ポートランド支店
オースチン支店

マイクロメック株式会社
イビデンセラム株式会社
イビデンメキシコ株式会社
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イビデン･セラム･フラウエンタール韓国株式会社

イビデンフィリピン株式会社
イビデンエレクトロニクス
マレーシア株式会社

アジア

イビデンU.S.A.株式会社
　  サンタクララ（本社）
　  ボストン支店

デトロイト支店
フェニックス支店

オースチン支店
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イビデンセラム株式会社
イビデンメキシコ株式会社

北米

2

6

4

3

5

ⅰ

7

1

1

ⅲ

ⅱ ⅳ

ⅰ

2

3

4

8

9

1 10

11

78

2
3

6

5

10

11

ⅰ

ⅰ

4

91

ⅱ
ⅳ

ⅲ 1
3 2

ⅳ

1
ⅲ

ⅱ ⅰ2

3

4



33
23

2,959

113

196

213

イビデン株式会社
1912年（大正元年）11月25日
64,152百万円
代表取締役社長　青木　武志
（2017年6月16日就任）
【連結】 13,019名
【単体】   3,537名

会社概要

商　　号
創　　立
資 本 金
代 表 者

従業員数

事業所所在地
本　　社
　
支　　店
事 業 場

〒503-8604　岐阜県大垣市神田町2-1
Tel:0584-81-3111（代）
東京
大垣、大垣中央、青柳、河間、大垣北、神戸（以上岐阜県）、衣浦（愛知県）

生産品目 ICパッケージ基板、プリント配線板、SiC-DPF、SCR、
触媒担体保持・シール材、グラファイト製品、高温断熱ウール

子会社数 連結子会社39社（国内18社、海外21社）

■ 取締役

売上高
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代表取締役 竹中　裕紀
代表取締役 青木　武志
代表取締役 児玉　幸三
取締役 生田　斉彦
取締役（社外） 山口　千秋
取締役（社外） 三田　敏雄
取締役（社外） 浅井　紀子

セラミック事業 29.9％

その他  25.4％

電子事業  44.7％

■ 監査等委員

■ 役付取締役及び経営役員

（2020年6月17日現在）

（2020年7月1日現在）

監査等委員（常勤） 阪下　敬一
監査等委員（常勤） 桑山　洋一
監査等委員（社外） 加藤　文夫
監査等委員（社外） 堀江　正樹
監査等委員（社外） 川合　伸子
補欠監査等委員（社外） 小森　正悟

会長 竹中　裕紀
社長 青木　武志
副社長 児玉　幸三
経営役員 生田　斉彦
経営役員 河島　浩二
経営役員 伊藤宗太郎
経営役員 久保　修一

（2020年3月31日現在） 役員・組織図

財務概況（連結）

当社は、すべての株主や投資家に対し、公正、正確かつ理解しやすい情報の適時開示に
注力しています。
情報開示の基準は東京証券取引所・適時開示規則に基づき、投資判断に重要な影響を
与える会社の運営・業務および財産などについての項目、すでに開示された重要な会社
情報の内容の変更、中止についての項目とし、積極的かつ公平に開示する方針です。
また適時開示規則に該当しなくとも、投資判断に重要な影響を与える会社情報については、
できる限り正確、迅速に、適切な方法で開示します。

株主・投資家向けサイト https://www.ibiden.co.jp/ir/

財務情報開示について


